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１． 目的 

本賞は、リンパ浮腫の病態解明、診断法の改善、治療・ケア技術の向上、患者の QOL

改善に寄与する優れた研究および臨床的取り組みを顕彰することを目的とする。 

近年、リンパ浮腫研究は、基礎・臨床・工学・リハビリテーションなど多分野にまたが

る学際領域として進展しており、学術的根拠（エビデンス）に基づいた知見の創出と臨

床応用が強く求められている。本賞は、科学的根拠の強化、臨床アウトカムの改善、国

際的な学術水準との整合性を促進し、学会員の研究意欲向上および学術的基盤強化を

図る。 

 

２． 学会賞の種類と受賞者数 

日本リンパ浮腫学会に優秀演題賞を設け、年次学会総会での優れた発表演題から（原則

として 5 名以内）優秀演題セッションにエントリーし、口述発表いただき 1 名に最優

秀演題賞を贈呈する。また、ポスター演題の中から内容の明確さと科学的妥当性、図

表・デザインの視認性、新規性・インパクト、エビデンスレベルの適切な提示が示され

ているポスターを来場者投票と審査員評価を組み合わせたハイブリッド方式にて決定

し最優秀ポスター賞を（原則として 1 演題）贈呈する。 

 

３． 応募方法 

年次学会総会の発表演題登録をもって応募となる。 

 

４． 応募時の注意点 

申込演題は 1 人 1 演題とし、未受賞者に限る。また、雑誌などに未発表の研究内容に

限る。 

 

５． 選考について 

大会での講演を選考基準（6.選考基準参照）によって学術委員会が審査する。大会長は、

得られた審査結果に基づき受賞者を決定し、学会理事長の承認を得て、大会長と理事長

の連名で優秀演題賞（賞状ならびに副賞）を授与する。 

 



６． 選考基準 

1）序論・目的：背景や課題、研究の目的が明確か 

2）方法：目的と合致した適切な方法（アプローチ）がとられているか， 

     研究倫理が順守されているか 

3）結果：客観的なデータが示せているか 統計解析は適切か 

4）考察：得られた結果の重要性・解釈、問題点、当該領域への貢献や展望が述 

     べられているか 

5）プレゼンテーション：当日の発表の聞きやすさ、質疑応答は適切か 

 

上記の各項目について 

1：とても悪い 不適切 

2：悪い 

3：普通 どちらでもない 

4：良い 

5：とても良い 

 

計 25 点満点 

他の審査者と合計した結果、高い点数の順番から優秀演題を決定する。 

 

７． 表彰・副賞 

年次学会総会の閉会式において学会理事長が表彰する。 

表彰状および副賞を授与。 

副賞 最優秀演題賞（QUO カード 1 万円）1 名 

   最優秀ポスター賞（QUO カード 1 万円）1 名 

以上 


